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新潟県



新潟県には様々な野生動物が生息しています。
しかし、近年はその個体数は増加傾向にあり、
生息域も拡大しています。

新潟県の野生動物① ～生息域の拡大～

ツキノワグマの生息域 ニホンジカの生息域 イノシシの生息域



〇人里付近に生息する野生動物には、人が育てた農作物を食べてしまう
ものもいます。
農作物被害は近年横ばいに推移し、年間２億円以上の被害があります。

〇野生動物は人と遭遇すると、身を守るために行動します。
その結果、人身被害が発生してしまうことがあります。

新潟県の野生動物② ～人への影響～

ツキノワグマによる人身被害の状況野生鳥獣による農作物被害額の推移



共生に向けた取り組み ～ゾーニング管理～

①個体数管理（全てのゾーンに関与）
・狩猟者の確保に向けた講習会の実施
・生息数を調整するための捕獲

②生息環境整備
・間伐や緩衝帯整備の実施

③被害防止対策
・電気柵の設置などによる被害防除
・被害を発生させる野生動物の捕獲

新潟県では、図のようにゾーニングし、ゾーンの目的に沿って
以下の３つの柱を中心に取り組んでいます。

野生動物の活動を
優先するゾーン
(野生動物の生息
適地を保全)

緩衝地帯とする
ゾーン
(人間活動を優先す
るゾーンへの野生
動物の出没抑制)

人間活動を優先
するゾーン
(人間が安全に安心
して活動できる地
域の確保)



①個体数管理

県や市町村では、個体数を調整するための捕獲を行っています。
また、狩猟者（捕獲の担い手）を確保するための研修会も行っています。

研修会
（模擬銃の体験の様子）

地域指導者養成研修会
（わな捕獲の強化）



狩猟者の役割

狩猟者は、野生動物による被害を減らすためには欠かせない存在です。
野生動物の捕獲だけでなく、追い払い、パトロールなど様々な活動を
行っています。

わな捕獲の実施の様子出没対応訓練の様子



②生息環境整備 その１

野生動物は、人里付近や河川沿いに繁茂している「やぶ」を通って
人里や市街地に出没します。
したがって、「やぶ」を刈り払うことで、野生動物の出没を抑制できます。

人里付近の刈り払い 河川における刈り払い



②生息環境整備 その２

森林は野生鳥獣のすみかや採餌の場です。
新潟県では、このような野生動物の活動を優先するゾーンにおいて、
間伐や下刈を行い、生息環境を保全しています。

間伐の様子 下刈の様子



③被害防止対策

被害を起こさないために、野生動物が田畑に入らないようにする
柵の設置や注意喚起などの対策を実施しています。

電気柵

啓発資料



クマに襲われないために
〇山に入る際は、ラジオや鈴など音が鳴るものを持ちましょう。
〇複数で行動するようにしましょう。
〇クマの行動が活発になる早朝や夕方の入山は避けましょう。
〇クマが多く出没しているところには近づかないようにしましょう。
県内の出没情報をまとめた「にいがたクマ出没マップ」も公表しています。

けがをしている野鳥やひなを見つけたときは
〇野鳥にはウイルスなどがついていることがあります。
けがをしている野鳥を見つけても素手では触らずに、
見つけた場合は県に連絡してください。

〇ひなが巣から落ちていても、親鳥がそばにいることが多いので、
拾わずにそっとしておきましょう。

皆さんに気を付けてほしいこと
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